２　沿革

昭和25年４月１日	知事室が設置され、秘書課、企画課、広報課、考査課の４課で発足。
昭和34年８月６日	総務課が設置された。
昭和37年５月21日	考査課が行政調査課に改称された。
昭和38年８月１日	総務課、企画課、行政調査課が廃止され、その事務が企画部に移管された。
昭和40年４月８日	知事室に総務課が設置され、知事室は総務課、秘書課、広報課の３課となる。
昭和44年４月１日	知事室に公聴課が設置された。
昭和44年11月１日	日本万国博覧会に係る外国使節等の応接を行うため、儀典室が設置された。
昭和45年11月１日	儀典室が廃止され、知事室は総務課、秘書課、広報課、公聴課の４課となる。
昭和53年４月１日	公聴課が廃止され、知事室は総務課、秘書課、広報課の３課となる。
昭和57年４月１日	広報課に情報公開準備室が設置された。
昭和59年４月１日	広報課及び情報公開準備室を改組し、府民情報室が設置された。
昭和62年11月１日	知事室が廃止され、総務課、秘書課、府民情報室は直轄組織（直轄課）となる。
平成４年４月１日	国体準備室が設置され、直轄組織（直轄課）は総務課、秘書課、府民情報室、国体準備室の２課２室となる。
平成６年４月１日	国体準備室が廃止され、直轄組織（直轄課）は総務課、秘書課、府民情報室、国体総務課、施設調整課、競技式典課の５課１室となる。
平成８年４月１日	府民情報室が広報室に改称された。
平成９年４月１日	総務課に企画室政策グループの事務が移管され、政策調整室に改称された。
	消防防災課が移管され、消防防災安全課が設置された。
平成10年３月31日	国体総務課、施設調整課、競技式典課が廃止された。
平成10年４月１日	広報室は企画調整部に、消防防災安全課は総務部に移管された。
	政策調整室、秘書課を統合し、審議室となった。
平成12年４月13日	広報室が企画調整部から移管された。

平成14年４月１日	審議室を政策室に改称し、企画室計画課計画グループと行政改革室行政評価グループの事務が移管され、政策室は政策調整課、計画課、秘書課の３課となる。
平成15年９月２日	知事公室が設置され、政策室、広報室の２室となる。
平成16年４月１日	政策室が廃止され、政策立案・企画調整機能が企画調整部に移管された。
	知事公室に、総務課、秘書課を設置し、知事公室は広報室と併せた２課１室となる。
平成18年４月１日	知事公室を政策企画部に改称し、企画調整部から企画室と人権室が移管され、政策企画部は秘書室、企画室、広報室、人権室の４室となる。
平成21年４月１日	秘書室を廃止し政策企画総務課と秘書課を設置する。
	全庁的な組織改編により、にぎわい創造部より空港戦略室が、総務部より危機管理室が、府民文化部より青少年課が移管されるとともに、地域主権課及び治安対策課を新設　した。
平成22年４月１日	政令市連携課が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、地域主権課、空港戦略室、危機管理室、青少年・地域安全室の４課４室となる。
平成23年５月18日	大都市制度室が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、地域主権課、大都市制度室、政令市連携課、空港戦略室、危機管理室、青少年・地域安全室の４課５室となる。
平成24年４月１日	政令市連携課が廃止され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、地域主権課、大都市制度室、空港戦略室、危機管理室、青少年・地域安全室の３課５室となる。
平成25年４月１日	大都市制度室が廃止、空港戦略室が組織改編により空港戦略課となり、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、地域主権課、空港戦略課、危機管理室、青少年・地域安全室の４課３室となる。
平成26年４月１日	企画室、地域主権課、空港戦略課を再編し、地域主権課は企画室へ移管、空港戦略課は新設の戦略事業室へ移管した。政策企画部は、政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課４室となる。
平成27年７月１日	政令市連携室が設置され、政策企画部は、政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、政令市連携室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課５室となる。

平成28年４月１日	政令市連携室が廃止され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課４室となる。
平成28年11月21日	万博誘致推進室が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、万博誘致推進室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課５室となる。
平成30年４月１日	サミット協力室が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、万博誘致推進室、サミット協力室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課６室と　　なる。
平成31年４月15日	万博誘致推進室が廃止、万博協力室が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、万博協力室、サミット協力室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課６室となる。
令和元年12月22日	サミット協力室が廃止され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、戦略事業室、万博協力室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課５室となる。
令和２年４月１日	戦略事業室が廃止、広域調整室が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、広域調整室、万博協力室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課５室となる。
令和４年１月１日	万博協力室が廃止され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、広域調整室、危機管理室、青少年・地域安全室の２課４室となる。
令和４年４月１日	青少年・地域安全室を廃止、成長戦略局が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、成長戦略局、広域調整室、危機管理室の２課３室１局となる。
令和４年11月１日	貿易大臣会合協力課が設置され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、成長戦略局、広域調整室、貿易大臣会合協力課、危機管理室の３課３室１局となる。
令和５年４月１日	広域調整室が廃止され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、成長戦略局、貿易大臣会合協力課、危機管理室の３課２室１局となる。
令和６年２月１日	貿易大臣会合協力課が廃止され、政策企画部は政策企画総務課、秘書課、企画室、成長戦略局、危機管理室の２課２室１局となる。
令和６年12月20日	大阪儀典室が設置され、政策企画部は政策企画総務課、大阪儀典室、秘書課、企画室、成長戦略局、危機管理室の２課３室１局となる。


